
目
次

「
ふ
し
ぎ
」
金
子
み
す
ゞ
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

①

目
的
に
合
わ
せ
て
書
こ
う
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

4

姿
勢
と
用
具
の
使
い
方
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

6

学
習
の
進
め
方
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

8

書
写
を
と
お
し
て
学
ん
で
い
く
こ
と
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

10

　学
習
内
容
を
効
果
的
に
ノ
ー
ト
に
書
こ
う
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

12

一 

楷か
い

書し
ょ

で
書
こ
う

　

 

１ 

筆
使
い 

―
基
本
点
画
―
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

14

　

 

２ 

筆
使
い
と
字
形
「
天
地
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

16

　

 

３ 

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
字
形
、
筆
順
―
 
・
・
・
・
・
・

20

　

 

コ
ラ
ム

 

筆
、
墨す

み

、
硯す

ず
り

、
紙
に
つ
い
て
知
ろ
う
 
・
・
・
・
・
・
・
・

22

二 

楷
書
と
仮か

な名
を
調
和
さ
せ
て
書
こ
う

　

 

１ 

筆ひ
つ

脈み
ゃ
く

「
い
ろ
は
歌
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

24

　

 

２ 

楷
書
に
調
和
す
る
仮
名
「
い
ろ
は
歌
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

26

　

 

３ 

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
行
の
中
心
―
 
・
・
・
・
・
・
・
・

28

　

 

４ 

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
配
列
―

　
　

  

校
庭
の
植
物
観
察
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
 
・
・
・
・
・
・
・

30

　
　

  

手
紙
を
書
く
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

32

　

 

コ
ラ
ム

 

季
節
の
行
事
と
書
写
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

34

　

 

５ 

学
校
生
活
に
生
か
し
て
書
く

　
　

  

お
す
す
め
の
本
の
帯
や
ポ
ッ
プ
を
作
る
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

36

　
　

  

ポ
ス
タ
ー
を
書
く
（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
用
）
 
・
・
・

37

三 

学
習
活
動
や
日
常
生
活
に
生
か
し
て
書
こ
う

　

 

１ 

さ
ま
ざ
ま
な
書
く
場
面
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

78

　

 

コ
ラ
ム

 

日
本
建
築
と
「
書
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

80

　

 

２ 

学
習
を
生
か
し
て
書
く

　
　

  

新
聞
を
書
く
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

82

　
　

  

掲け
い

示じ

物ぶ
つ

（
ポ
ス
タ
ー
）
に
案
内
を
書
く
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

84

　
　

  

案
内
状
を
書
く
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

85

　

 

コ
ラ
ム

 

書
の
古
典
の
鑑か

ん

賞し
ょ
う

 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

86

 

書
き
初ぞ

め
を
書
く

　

 

「
生
命
の
尊
重
」「
伝
統
の
継け

い

承し
ょ
う

」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

133

一 

行
書
を
深
め
よ
う

　

 

１ 

点
画
の
変
化
と
連
続
「
創
造
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

88

二 

行
書
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
て
書
こ
う

　

 

１ 

行
書
と
仮
名
の
調
和
「
美
し
い
自
然
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

90

　

 

２ 

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
配
列
―
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

92

三  

身
の
ま
わ
り
の
多
様
な
表
現
を
と
お
し
て

文
字
文
化
の
豊
か
さ
に
ふ
れ
、
効
果
的
に
文
字
を
書
こ
う

　

 

１ 

多
様
な
表
現
に
よ
る
文
字
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

94

　

 

２ 

三
年
間
の
学
習
の
成
果
を
生
か
そ
う
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

98

書
き
初
め
を
書
く

　

 

「
友
好
の
精
神
」「
真
理
の
探
究
」
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

137

2

第
一
学
年

11

第
三
学
年
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学習に役立つ情報を，
ウェブサイトで見ることが
できます。

　 

コ
ラ
ム

 

文
字
の
変へ

ん

遷せ
ん

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

38

三 

行ぎ
ょ
う

書し
ょ

で
書
い
て
み
よ
う

　 

１ 

行
書
学
習
の
は
じ
め
に
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

40

　 

２ 

楷
書
と
行
書
の
違ち

が

い
「
和
」
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

42

　 

３ 

行
書
の
筆
使
い
「
大
」
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

44

　 

４ 

点
画
の
連
続
と
変
化 

１
「
大
木
」
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

46

　 

５ 

点
画
の
連
続
と
変
化 

２
「
栄
光
」
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

48

　 

６ 

点
画
の
連
続
と
省
略
「
平
和
」
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

50

　 

７ 

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
行
書
の
特と

く

徴ち
ょ
う

―
 ・・
・
・
・
・

52

　 

コ
ラ
ム

 

暮
ら
し
の
文
字
を
支
え
る
人
々
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

54

書
き
初ぞ

め
を
書
く

　 

「
新
た
な
決
意
」「
世
界
遺
産
」
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

129

　 

コ
ラ
ム

 

あ
の
人
が
残
し
た
文
字
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

56

一 

行
書
で
書
こ
う

　 

１ 

点
画
の
省
略
「
初
志
」
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

58

　 

２ 

筆
順
の
変
化
「
深
緑
」
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

60

　 

３ 

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
行
書
の
特
徴
―
 ・・
・
・
・
・

62

二 

行
書
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
て
書
い
て
み
よ
う

　 

１ 

行
書
と
仮
名
の
調
和
「
喜
び
の
声
」
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

64

　 

２ 

行
書
に
調
和
す
る
仮
名
「
い
ろ
は
歌
」
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

66

　 

３ 

文
字
の
大
き
さ
と
配
列
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

68

　 

コ
ラ
ム

 

短た
ん

冊ざ
く

と
色し

き

紙し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

71

　 

４  

書
く
速
さ
を
意
識
し
て
書
く 

―
行
書
と
仮
名
の
調
和
―
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

72

　 

５  

学
習
を
生
か
し
て
書
く

―
行
書
と
仮
名
の
調
和
と
配
列
―
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

74

書
式
の
教
室

　
手
紙
の
書
き
方
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

100

　
一い

っ

筆ぴ
つ

箋せ
ん

の
書
き
方
／
封ふ

う

筒と
う

の
書
き
方
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

101

　
年
賀
状
の
書
き
方
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

102

　
は
が
き
の
書
き
方
／
往
復
は
が
き
の
書
き
方
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

104

　
包
み
紙
の
書
き
方
／
エ
ア
メ
ー
ル
の
書
き
方
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

105

　
原げ

ん

稿こ
う

用
紙
の
書
き
方
／
小
包
伝
票
の
書
き
方
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

106

　
願
書
の
書
き
方
／
志
願
理
由
書
の
書
き
方
 
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

107

書
写
テ
ス
ト
で
確か

く
に
ん認

 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

108

情
報
を
整
理
し
て
、
活
動
に
つ
な
げ
よ
う
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

110

小
学
校
で
学
習
し
た
漢
字
一
覧
表
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

113

中
学
校
で
学
習
す
る
漢
字
一
覧
表
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

119

漢
字
一
覧
表
索さ

く

引い
ん

 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

126

補ほ

充じ
ゅ
う

教
材
集
 ・・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

141

芸
術
と
し
て
の
書
道
 ・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

②

筆記用具を
表す記号

フ
ェ
ル
ト

ペ
ン

万
年
筆

大
筆

小
筆

筆
ペ
ン

鉛え
ん

筆ぴ
つ

ボ
ー
ル

ペ
ン

サ
イ
ン

ペ
ン

3

第
二
学
年
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文字文化の文字文化の
 豊かさにふれ  豊かさにふれ  豊かさにふれ  豊かさにふれ  豊かさにふれ  豊かさにふれ  豊かさにふれ  豊かさにふれ 

効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力効果的に書く力

場面や相手を場面や相手を場面や相手を場面や相手を場面や相手を場面や相手を場面や相手を場面や相手を場面や相手を場面や相手を
 意識して  意識して 
書く力書く力

文字を正しく整えて 文字を正しく整えて 
 速く書く力 速く書く力

さまざまなさまざまな
書式に応じて書式に応じて

効果的に書く力効果的に書く力

楷楷
か いか いか い

書書書書
し ょし ょし ょ

とと仮仮
かか

名名名名名名
ななな

をを
 調和させて 調和させて 調和させて 調和させて 調和させて 調和させて

書く力書く力書く力書く力

行行行行行行行行
ぎょうぎょうぎょうぎょう

書書
し ょし ょし ょ

と仮名を と仮名を 
調和させて調和させて

書く力書く力

楷
か い

書
し ょ

と仮
か

名
な

を
 調和させて

書く力

行
ぎょう

書
し ょ

と仮名を 
調和させて

書く力

文字文化の
 豊かさにふれ 

効果的に書く力

場面や相手を
 意識して 
書く力

文字を正しく整えて 
 速く書く力

効
果
的
に
書
く
力
を
身
に
つ
け
る

配列 字形 筆使い 用具 姿勢・持ち方

大
地 

何
を
学
ぶ
か

幹

 

ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か

葉

 

身
に
つ
け
る
力

空

 

文
字
文
化
へ
の
広
が
り

主
体
的
に
学
ぶ

自
ら
課
題
を
発
見
し
、 

そ
の
課
題

を
自
ら
考
え 

解
決
し
て
い
く
学
び

深
く
学
ぶ

学
習
内
容
を
日
常
生
活
や 

社
会
の

あ
り
方
と 

結
び
つ
け
る
学
び

対
話
か
ら
学
ぶ

話
し
合
い
活
動
を
と
お
し
た
学
び

書
写
を
と
お
し
て
学
ん
で
い
く
こ
と

書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力書く力

自ら考え，文字を効果的に
使う力を学ぼう

文字文化を味わい，受け継いでいこう

さまざまな
書式に応じて

効果的に書く力

10
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何を書く？

何を使って？

何を書く
？

誰
に
？

どのように？

あとで読んだときに，
内容がよくわかる
文字で，速く書く。

ボールペン，鉛
えん

筆
ぴつ

，
シャープペンシル

授業の内容を
ノートに記録したい。

文
字
に
は
、
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
と
い
う

大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
、

表
現
効
果
や
伝
達
効
果
を
考
え
て
、

筆
記
用
具
を
選
び
、
書
き
表
し
方
な
ど
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
私
た
ち
の
生
活
の
中
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
書
き
文
字
や
印
刷
文
字
が
あ
り
ま
す
。

身
の
ま
わ
り
に
あ
る
多
様
な
表
現
を
と
お
し
て
、

文
字
文
化
の
豊
か
さ
を
知
り
、

主
体
的
な
文
字
の
使
い
手
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

誰
だ れ

に？

保護者のかたに
校内の生徒に

自分に

誰に？

身
に

つ
けた

い力

読みやすく，
速く書く力を
身につけよう。

4
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「
何
を
学
ぶ
か
」「
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
か
」

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
を

系
統
的
・
段
階
的
に
見
と
お
せ
る

新
指
導
要
領
で

求
め
ら
れ
る
書
写
力
を
図
示

書写をとおして学んで
いくこと（p.10）

目的に合わせて書こう（p.4）

目次（p.2・3）

相
手
意
識
、
目
的
意
識
、

方
法
意
識
を
明
示

目
標
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ
と
で
、

つ
け
た
い
力
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

学
年
カ
ラ
ー
を
活
用
し
た
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
か
つ
シ
ン
プ
ル
な

デ
ザ
イ
ン
で
「
何
を
学
ぶ
か
」

を
確
認
で
き
ま
す
。

親
し
み
や
す
く
、
や
わ
ら
か
い

イ
ラ
ス
ト
で
意
識
づ
け
ま
す
。1年…１０教材　

2年…８教材　
3年…４教材
補充教材集…１3教材

収
録
教
材
数

1
年 

主
な
毛
筆
教
材

「
天
地
」「
い
ろ
は
歌
」

（
楷
書
）

「
大
木
」「
栄
光
」

「
平
和
」（
行
書
）

2
年 

主
な
毛
筆
教
材

「
初
志
」「
深
緑
」

「
喜
び
の
声
」（
行
書
）

3
年 

主
な
毛
筆
教
材

「
創
造
」

「
美
し
い
自
然
」

（
行
書
）

発
達
段
階
を

ふ
ま
え
た
教
材
配
列

身
に
つ
け
る
力
を
系
統
的
に
見
と
お
せ
る

教科書に掲載されてい
るすべての毛筆動画に
ついて，書いている様
子を真上から撮影した
動画が視聴できます。

「まなびリンク」には
全教材分の毛筆動画を収録

「
コ
ラ
ム
」

・
季
節
の
行
事
と
書
写
（
1
年
）　

・
あ
の
人
が
残
し
た
文
字　

・
短
冊
と
色
紙　

・
書
の
古
典
の
鑑
賞
（
２
年
）
な
ど

学
年
共
通
「
書
式
の
教
室
」

・
手
紙　

・
年
賀
状　

・
原
稿
用
紙　

・
小
包
伝
票

・
包
み
紙　

・
願
書　

・
志
願
理
由
書
な
ど

　

1

小学校で学習した
慣れ親しんだ作家の詩を，

導入で扱います。

小学校からの
円滑な接続

『ふしぎ』金子みすゞ

書
き
初
め

　

各
学
年
2
教
材

　
「
友
好
の
精
神
」「
真
理
の
探
求
」な
ど

3
年
間
の

学
び
を
俯
瞰

補
充
教
材
集

　

１3
教
材

　
「
出
発
」「
名
作
」
な
ど

67



知
識
・
技
能
を
確
実
に
習
得
す
る

―
小
学
校
か
ら
の
円
滑
な
接
続

小
学
校
段
階
に
お
い
て
、
新
指
導
要
領
で
求
め
ら
れ
て
い
る

「
適
切
に
運
筆
す
る
能
力
」
に
つ
い
て
、

中
学
校
で
は
明
快
な
筆
使
い
の
図
版
と
、
行
書
の

丁
寧
な
導
入
で
接
続
を
図
り
、
さ
ら
に
高
め
て
い
き
ま
す
。

よ
い
姿
勢
を
と
る
た
め
の

要
所
と
な
る「
体
幹
」に
着
目
し
、

背
筋
を
伸
ば
す
か
ら

腰
を
起
こ
す
こ
と
を
習
慣
化

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

※�

作
業
療
法
は
、
障
害
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
、
活

き
活
き
と
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
仕
事
、
遊
び
な

ど
日
常
生
活
の
な
か
で
の
活
動
（
作
業
）
を
と
お
し
て
、

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
元
気
に
す
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
。（
一
般
社
団
法
人
日
本
作
業
療
法
士
協
会
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
よ
り
）

腰こ
し

を
起
こ
し
背
筋
を
軽
く
伸の

ば
す
。

肘ひ
じ

を
上
げ
る
。

椅い

子す

と
背
中
の
間
を
少
し
あ
け
る
。

よ
い
姿
勢
と
筆
記
用
具
の
よ
い
持
ち
方
と
は
、
整
っ
た
文
字
を
書
く
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

確
か
め
た
ら
、

の
中
に

チ
ェ
ッ
ク
を
し
よ
う
。

 

腰
を
起
こ
し
、
背
筋
が
伸
び
て
い
る
か
。

背
中
と
椅
子
、
机
と
体
の
間
が
、
少
し
あ
い
て
い
る
か
。

両
足
が
床
に
つ
い
て
い
る
か
。

肘
が
机
に
つ
い
て
い
な
い
か
（
大
筆
）。

用
具
の
置
き
方
に
は
、

ど
ん
な
工く

夫ふ
う

が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

半
紙

文
ぶん

鎮
ちん

教科書 下し
た

敷じ

き
じ

墨
すみ

大
筆

小
筆

硯す
ず
り

墨
ぼく

液
えき左

手
で
筆
を
持
つ
人
は
、

用
具
を
左
右
逆
に
置
く
場
合
も
あ
る
。

姿
勢
と
用
具
の
使
い
方

腕
うで

を机につけず，宙に
浮
う

かして書く方法。

懸
けん

腕
わん

法
ほう

基
本
の
姿
勢

用
具
の
置
き
方

机
と
体
の
間
を
少
し
あ
け
る
。

両
足
を
床ゆ

か

に
つ
け
て
、

少
し
開
く
。

振ふ

り
返
ろ
う

6

中書_P6-7_姿勢.indd   6 2019/04/23   8:19

学
習
指
導
要
領
で
の
扱
い

毛
筆
を
使
用
し
て
点
画
の
書
き
方
へ
の
理
解
を
深
め
、

筆
圧
な
ど
に
注
意
し
て
書
く
こ
と
。

第
３
・
４
学
年

毛
筆
を
使
用
し
て
、
穂
先
の
動
き
と

点
画
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
書
く
こ
と
。

第
５
・
６
学
年

点
画
の
書
き
方
や
文
字
の
形
に
注
意
し
な
が
ら
、

筆
順
に
従
っ
て
丁
寧
に
書
く
こ
と
。

※
指
導
要
領
解
説
書
に
は
「
水
書
用
筆
等
」
が
例
示
さ
れ
る
。

第
1
・
２
学
年

小
学
校

漢
字
の
行
書
の
基
礎
的
な
書
き
方
を
理
解
し
て
、

身
近
な
文
字
を
行
書
で
書
く
こ
と
。

行
書
の
基
礎
的
な
書
き
方

＝
行
書
な
ら
で
は
の
筆
使
い
の
習
得

第
1
学
年

中
学
校

作
業
療
法
士
　

笹
田
哲
先
生
の
コ
メ
ン
ト

2
行
書
の
筆
使
い
「
大
」

3

止め

止め

穂ほ

先さ
き

の
通
り
道
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
。

は
じ
め
に
、
筆
の
動
き
を
確
か
め
よ
う
。

筆
の
軸じ

く

を

回
さ
な
い
よ
う
に

書
こ
う
。

筆
を
軽
く
入
れ

力
強
く

突つ

っ
か
け
て

ゆ
っ
く
り
反
転

力
強
く

ス
ピ
ー
ド
を

あ
げ
て

ゆ
っ
く
り

押お

さ
え
る
。

突
っ
か
け
て
反
転

手
を
筆
先
に
み
た
て
て

書
い
て
み
よ
う
。

行
書
で
書
い
て
み
よ
う

三

44

中書_P44-45_筆使い.indd   44 2019/04/23   8:25

2

1

3

次
に
、「
大
」
を
書
き
、
行
書
の
筆
使
い
を
体
験
し
て
み
よ
う
。

右
ペ
ー
ジ
の

練
習
を
生
か
し
て

書
い
て
み
よ
う
。

変
化

楷か
い

書し
ょ

と
比
べ
、
点
画
の
形
や
長
さ
、

方
向
な
ど
が
変
わ
る
こ
と
が
多
い
。

左
上
か
ら
軽
く
筆
を
入
れ
、

滑な
め

ら
か
に
筆
を
動
か
す
。

力
強
く

筆
を
入
れ
る
。

穂
先
を
ひ
き
あ
げ
、

次
の
画
へ
向
か
う
。

次
に
つ
な
げ
る
よ
う
に

次
の
画
へ
の
つ
な
が
り
を

意
識
し
て
書
く
。

筆ひ
つ

脈み
ゃ
く

行
書
の
筆
使
い
に
つ
い
て
、

気
づ
い
た
こ
と
を
書
こ
う
。

45

中書_P44-45_筆使い.indd   45 2019/04/23   8:25行書の筆使い「大」（1年p.44・45）

姿勢と用具の使い方（p.6）

作
業
療
法
※
の
観
点
か
ら

生徒自らがよい姿勢を
確認できる観点を提示。

中
学
生
は
、
発
達
段
階
と
し
て
、
身
長
、
体
重
な

ど
の
変
化
が
大
き
く
な
る
時
期
で
す
。
よ
く
な
い

姿
勢
で
書
く
と
、
運
筆
の
調
整
力
・
視
力
・
呼
吸

の
低
下
、
体
の
歪
み
に
つ
な
が
り
、
心
身
に
悪
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
。
よ
い
姿
勢
、
疲
れ
な
い
持

ち
方
に
も
目
を
向
け
て
、
書
く
力
を
伸
ば
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科

教
授
、
同
学
科
長
　
日
本
発
達
系
作
業
療
法
学
会
理
事

「
適
切
に
運
筆
す
る
能
力
＝
行
書
の
基
礎
的
な
書
き
方
」
を
段
階
的
に
、
丁
寧
に

89



点
画
の
連
続
と
変
化 
1
「
大
木
」

4

点
画
の
連
続
と
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

目
標

行
書
で
書
い
て
み
よ
う

三

46

中書_P46-47_大木.indd   46 2019/04/23   8:26

点
画
が
連
続
し
、
筆ひ

つ

脈み
ゃ
く

が
表
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
部
分
だ
ろ
う
か
。

楷
書
に
比
べ
て
、
点
画
の
形
は
、
ど
う
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

左
払は

ら

い
・
右
払
い

縦
画

点
画
の
形
や
長
さ
が
変
わ
る
こ
と
が
多
い
。

縦
画
の
終
筆
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

1

1

2

2

3

3
4

変
化

変
化

変
化

変
化

（
○
＝
で
き
た

　△
＝
も
う
少
し
）

点
画
の
連
続
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

点
画
の
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

生
か
そ
う

行
書
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
あ
る
。

最
初
に
楷か

い

書し
ょ

で

字
形
を
確か

く

認に
ん

し
よ
う
。

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

筆
脈
は
、
次
の
画
へ
向
か
う
小
さ
な
「
は
ね
」
の
形
で
表
れ
ま
す
。

穂ほ

先さ
き

の
通
る
と
こ
ろ

（
朱し

ゅ

の
濃こ

い
と
こ
ろ
）

に
注
意
す
る
。

筆
脈
が
つ
な
が
る

よ
う
に
書
く
。 右

下
の
方
向
に
引
く
。

軽
く
止
め
る
。

・

（

　
　

   

）

（

　
　

   

）

・

だんだんと筆圧を
加え，止める。

軽く止め，次の画へ。

変
化

「大」の変化

「木」の変化

「
大
」の
三
画
め
を（

　
　
　
　）さ
せ
た
結
果
、速
く
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
と
め
で
「
大
木
」
を
行
書
で
書
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
大
」
の
つ
く
二
字
熟
語
を

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

ま
と
め
書
き
と
応
用

振ふ

り
返
ろ
う

試た
め

し
書が

き

考
え
よ
う

47

中書_P46-47_大木.indd   47 2019/04/23   8:26

3

教
科
書
の
大
判
化
※
に
よ
っ
て
、

教
材
文
字
に
、
よ
り
い
っ
そ
う

集
中
で
き
る
紙
面
に
な
り
ま
し
た
。

※
大
判
化
…
「

AB
判
」

（
縦
が
B
5
判
、横
が
A
４
判
）

に
な
り
ま
し
た
。

点画の連続と変化1
「大木」（1年p.46・47）

「
ワ
イ
ド
な
紙
面
」

―
確
か
な
文
字
感
覚
が
身
に
つ
く

●

半
紙
形
を
維
持
し
た
紙
面
に
よ
っ
て
、
書
き
始
め
の
位
置
や
字
形
の
整
え
方
、

　

  

文
字
の
大
き
さ
と
余
白
の
と
り
方
な
ど
が
、
よ
り
実
感
で
き
ま
す
。

で

より詳しい解説により
理解が深まります。

左ページ
ポイントを確認する。

で

半紙形のイメージを
大切にできます。

右ページ
教材文字をじっくり観察する。

点
画
が
連
続
し
、
筆ひ

つ

脈み
ゃ
く

が
表
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
部
分
だ
ろ
う
か
。

楷
書
に
比
べ
て
、
点
画
の
形
は
、
ど
う
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

左
払は

ら

い
・
右
払
い

縦
画

点
画
の
形
や
長
さ
が
変
わ
る
こ
と
が
多
い
。

縦
画
の
終
筆
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

1

1

2

2

3

3
4

変
化

変
化

変
化

変
化

（
○
＝
で
き
た

　△
＝
も
う
少
し
）

点
画
の
連
続
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

点
画
の
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

生
か
そ
う

行
書
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
あ
る
。

最
初
に
楷か

い

書し
ょ

で

字
形
を
確か

く

認に
ん

し
よ
う
。

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

筆
脈
は
、
次
の
画
へ
向
か
う
小
さ
な
「
は
ね
」
の
形
で
表
れ
ま
す
。

穂ほ

先さ
き

の
通
る
と
こ
ろ

（
朱し

ゅ

の
濃こ

い
と
こ
ろ
）

に
注
意
す
る
。

筆
脈
が
つ
な
が
る

よ
う
に
書
く
。 右

下
の
方
向
に
引
く
。

軽
く
止
め
る
。

・

（

　
　

   

）

（

　
　

   

）

・

だんだんと筆圧を
加え，止める。

軽く止め，次の画へ。

変
化

「大」の変化

「木」の変化

「
大
」の
三
画
め
を（

　
　
　
　）さ
せ
た
結
果
、速
く
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
と
め
で
「
大
木
」
を
行
書
で
書
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
大
」
の
つ
く
二
字
熟
語
を

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

ま
と
め
書
き
と
応
用

振ふ

り
返
ろ
う

試た
め

し
書が

き

考
え
よ
う

47

中書_P46-47_大木.indd   47 2019/04/23   8:26

単元名と目標は
半紙形の外側へ。

行書第1教材には中心線
を入れて，わかりやすく。学習内容を確かめる

書き込み欄。
試し書きは
左ページへ。習

得
し
た
知
識
を
自
ら
書
い
て
確
か
め
る
こ
と
で
、

大
切
な
ポ
イ
ン
ト
を
確
実
に
定
着
さ
せ
ま
す
。

中心点は全ての教材に
入っている。

単
元
名
が
入
る
た
め
幅
が
狭
い
。

現
行
本

1�

行
書
と
仮
名
の
調
和
「
喜
び
の
声
」

二
行
書
と
仮か

名な

を
調
和
さ
せ
て
書
い
て
み
よ
う

2 年 8 折

76

行
書
と
仮
名
の
調
和
「
喜
び
の
声
」

1 行
書
と
仮か

名な

を
調
和
さ
せ
て
書
い
て
み
よ
う

二

点
画
の
連
続
と
配
列
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

目
標

64

中書_P64-65_喜びの歌.indd   64 2019/04/23   8:27

B
5
判

半
紙
形
が
維
持
で
き
る
。

新
版

AB
判

見開き完結型

（p.64）

（p.76）

1011



点
画
が
連
続
し
、
筆ひ

つ

脈み
ゃ
く

が
表
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
部
分
だ
ろ
う
か
。

楷
書
に
比
べ
て
、
点
画
の
形
は
、
ど
う
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

左
払は

ら

い
・
右
払
い

縦
画

点
画
の
形
や
長
さ
が
変
わ
る
こ
と
が
多
い
。

縦
画
の
終
筆
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

1

1

2

2

3

3
4

変
化

変
化

変
化

変
化

（
○
＝
で
き
た

　△
＝
も
う
少
し
）

点
画
の
連
続
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

点
画
の
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

生
か
そ
う

行
書
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
あ
る
。

最
初
に
楷か

い

書し
ょ

で

字
形
を
確か

く

認に
ん

し
よ
う
。

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

筆
脈
は
、
次
の
画
へ
向
か
う
小
さ
な
「
は
ね
」
の
形
で
表
れ
ま
す
。

穂ほ

先さ
き

の
通
る
と
こ
ろ

（
朱し

ゅ

の
濃こ

い
と
こ
ろ
）

に
注
意
す
る
。

筆
脈
が
つ
な
が
る

よ
う
に
書
く
。 右

下
の
方
向
に
引
く
。

軽
く
止
め
る
。

・

（

　
　

   

）

（

　
　

   

）

・

だんだんと筆圧を
加え，止める。

軽く止め，次の画へ。

変
化

「大」の変化

「木」の変化

「
大
」の
三
画
め
を（

　
　
　
　）さ
せ
た
結
果
、速
く
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
と
め
で
「
大
木
」
を
行
書
で
書
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
大
」
の
つ
く
二
字
熟
語
を

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

ま
と
め
書
き
と
応
用

振ふ

り
返
ろ
う

試た
め

し
書が

き

考
え
よ
う
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点
画
が
連
続
し
、
筆ひ

つ

脈み
ゃ
く

が
表
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
部
分
だ
ろ
う
か
。

楷
書
に
比
べ
て
、
点
画
の
形
は
、
ど
う
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

左
払は

ら

い
・
右
払
い

縦
画

点
画
の
形
や
長
さ
が
変
わ
る
こ
と
が
多
い
。

縦
画
の
終
筆
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

1

1

2

2

3

3
4

変
化

変
化

変
化

変
化

（
○
＝
で
き
た

　△
＝
も
う
少
し
）

点
画
の
連
続
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

点
画
の
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

生
か
そ
う

行
書
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
あ
る
。

最
初
に
楷か

い

書し
ょ

で

字
形
を
確か

く

認に
ん

し
よ
う
。

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

筆
脈
は
、
次
の
画
へ
向
か
う
小
さ
な
「
は
ね
」
の
形
で
表
れ
ま
す
。

穂ほ

先さ
き

の
通
る
と
こ
ろ

（
朱し

ゅ

の
濃こ

い
と
こ
ろ
）

に
注
意
す
る
。

筆
脈
が
つ
な
が
る

よ
う
に
書
く
。 右

下
の
方
向
に
引
く
。

軽
く
止
め
る
。

・

（

　
　

   

）

（

　
　

   

）

・

だんだんと筆圧を
加え，止める。

軽く止め，次の画へ。

変
化

「大」の変化

「木」の変化

「
大
」の
三
画
め
を（

　
　
　
　）さ
せ
た
結
果
、速
く
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
と
め
で
「
大
木
」
を
行
書
で
書
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
大
」
の
つ
く
二
字
熟
語
を

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

ま
と
め
書
き
と
応
用

振ふ

り
返
ろ
う

試た
め

し
書が

き

考
え
よ
う

47

学
習
の
進
め
方

目
標

学
習
の
目
標
を
確
か
め
よ
う
。

学
習
の
は
じ
め
に
、
硬こ

う

筆ひ
つ

や
毛
筆
で
書
こ
う
。

試
し
書
き
と
教
科
書
の
文
字
と
を
比
べ
、

自
分
の
課
題
を
見
つ
け
よ
う
。

毛
筆
で
学
習
し
た
こ
と
を
、

硬
筆
で
他
の
文
字
に
生
か
し
て
書
こ
う
。

ま
と
め
と
し
て
硬
筆
や
毛
筆
で
書
き
、
試
し
書
き
と
比
べ
て
み
よ
う
。

（
○
＝
で
き
た
　△
＝
も
う
少
し
）

課
題
が
解
決
で
き
た
か
ど
う
か
を
自
己
評
価

し
、
学
習
を
振
り
返
ろ
う
。

自
ら
課
題
を
発
見
す
る
。

課
題
に
合
っ
た
練
習
用
紙
を

選せ
ん

択た
く

し
て
練
習
し
よ
う
。

 

課
題
を
発
見
し
、課
題
を
解
決
し
て
い
く
学
び
方

学
習
の
方
法
を

確か
く

認に
ん

し
て
み
よ
う
。

振ふ

り
返
ろ
う

生
か
そ
う

考
え
よ
う

点
画
の
連
続
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

点
画
の
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

学
習
の
方
法
を

確か
く

認に
ん

し
て
み
よ
う
。

8

最
初
に
楷か

い

書し
ょ

で

字
形
を
確
認
し
よ
う
。

行ぎ
ょ
う
し
ょ書

で
書
い
て
み
よ
う
。

試た
め

し
書が

き

中書_P8-9_学習の進め方.indd   8 2019/04/23   8:20

書
写
の
学
習
を

生
か
し
て

書
き
た
い
ね
。

ま
と
め
書
き
に
つ
い
て

意
見
を
交こ

う

換か
ん

し
よ
う
。

筆
使
い
を
見
て

意
見
を
交
換
し
よ
う
。

ま
と
め
書
き
に
つ
い
て

筆
使
い
に
つ
い
て

話
し
合
い
に
は
書
写
の

学
習
用
語
を
使
お
う

横
画

　縦
画

は
ね

　右
払は
ら
い

　左
払
い

折
れ

　曲
が
り

　そ
り

　点

始し

筆ひ
つ

　送そ
う
筆ひ
つ

　終し
ゅ
う

筆ひ
つ

字
形
　文
字
、
行
の
中
心

字
間
　行
間

筆
圧
な
ど

ど
の
部
分

長
す
ぎ
る
　短
す
ぎ
る

太
す
ぎ
る
　細
す
ぎ
る

大
き
す
ぎ
る
　小
さ
す
ぎ
る

広
す
ぎ
る
　狭せ

ま
す
ぎ
る

そ
ろ
っ
て
い
る
　そ
ろ
っ
て
い
な
い

強
す
ぎ
る
　弱
す
ぎ
る

ど
う
な
っ
た

話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

  

点
画
の
書
き
方
。

  

字
形
が
整
っ
て
い
る
か
。

  

中
心
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
。

  

紙
面
に
対
す
る
ま
と
め
方
。

  

書
く
速
さ
や
筆ひ

つ

圧あ
つ

。

  

穂ほ

先さ
き

の
動
き
は

　ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

  

空
中
で
の
筆
の
動
き
は
ど
う
か
。

「
木
」
の
二
画
め
の
終
筆
は
、

は
ね
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。

次
の
画
を
意
識
し
て

書
い
た
か
な
。

学
習
や
日
常
生
活
に
生
か
そ
う 学

習
カ
ー
ド
の
例

 

相そ
う

互ご

評
価
を
し
よ
う

 

話
し
合
い
活
動
を
と
お
し
た
学
び
方

う

　標
目

 

。
う
こ
書
て
し
解
理
を
化
変
の
形
と
続
連
の
画
点

き
書
め
と
ま

）
書
行
（

想
感

書
科
教
（
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47

書
科
教
（

 

46

47

　
　年

一

 

組

　
　
　
　

 

番

う
ろ
返
り
振
●

△
し
少
う
も
　
　
○
た
き
で

。
か
た
け
書
て
し
解
理
を
続
連
の
画
点
・

。
か
た
け
書
て
し
解
理
を
化
変
の
形
の
画
点
・

（　  月　 日）（　  月　 日）

う
よ
み
て
い
書
で
書
行
　
三

変
と
続
連
の
画
点
④
　
　

化
1

」
木
大
「　
　

）
書
楷
（
き
書
し
試

が
　
　
　
め
た

か
い

）
書
行
（
き
書
し
試

ふ
自分の
目標

自分の
目標

学習カードに
書き込

こ
んだり，

書いた文字を
拡大したりして
発表し合おう。

試
し
書
き
と
ま
と
め
書
き
と
を
比
べ
て
、

よ
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
伝
え
合
う
。

9
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点
画
の
連
続
と
変
化 

1
「
大
木
」

4

点
画
の
連
続
と
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

目
標

行
書
で
書
い
て
み
よ
う

三
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点
画
が
連
続
し
、
筆ひ

つ

脈み
ゃ
く

が
表
れ
て
い
る
の
は
、
ど
の
部
分
だ
ろ
う
か
。

楷
書
に
比
べ
て
、
点
画
の
形
は
、
ど
う
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

左
払は

ら

い
・
右
払
い

縦
画

点
画
の
形
や
長
さ
が
変
わ
る
こ
と
が
多
い
。

縦
画
の
終
筆
が
変
化
す
る
こ
と
が
あ
る
。

1

1

2

2

3

3
4

変
化

変
化

変
化

変
化

（
○
＝
で
き
た
　△
＝
も
う
少
し
）

点
画
の
連
続
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

点
画
の
形
の
変
化
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

生
か
そ
う

行
書
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
き
方
が
あ
る
。

最
初
に
楷か

い

書し
ょ

で

字
形
を
確か

く

認に
ん

し
よ
う
。

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

筆
脈
は
、
次
の
画
へ
向
か
う
小
さ
な
「
は
ね
」
の
形
で
表
れ
ま
す
。

穂ほ

先さ
き

の
通
る
と
こ
ろ

（
朱し

ゅ

の
濃こ

い
と
こ
ろ
）

に
注
意
す
る
。

筆
脈
が
つ
な
が
る

よ
う
に
書
く
。 右

下
の
方
向
に
引
く
。

軽
く
止
め
る
。

・

（

　
　

   

）

（

　
　

   

）

・

だんだんと筆圧を
加え，止める。

軽く止め，次の画へ。

変
化

「大」の変化

「木」の変化

「
大
」の
三
画
め
を（

　
　
　
　）さ
せ
た
結
果
、速
く
書
く
こ
と
が
で
き
た
。

ま
と
め
で
「
大
木
」
を
行
書
で
書
い
て
確
認
し
よ
う
。

「
大
」
の
つ
く
二
字
熟
語
を

行
書
で
書
い
て
み
よ
う
。

ま
と
め
書
き
と
応
用

振ふ

り
返
ろ
う

試た
め

し
書が

き

考
え
よ
う
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学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
行
書
の
特と

く

徴ち
ょ
う

―

7横
画
か
ら
横
画
へ

右
払は

ら

い
・
左
払
い
、
点

変
化

直
線
的
・
角
ば
っ
て
い
る

曲
線
的
・
柔や

わ

ら
か
い

右
払
い
・
左
払
い

点

連
続

行
書
の
特
徴
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

ま
と
め
で
次
の
言
葉
を
行
書
で
書
い
て
、

確か
く

認に
ん

し
よ
う
。

ま
と
め
書
き
と
応
用

保
険

権
利

技
術

税
金

教
師

規
律

楷か
い 

書し
ょ

行 

書

点
画
の
特
徴

全
体
の
印
象

2
番
号
は
書
く
順

1 12

行
書
で
書
い
て
み
よ
う

三

こ
れ
ま
で
に
学
習
し
て
き
た
行
書
の
特
徴
を
振ふ

り
返
ろ
う
。

目
標

52

「
左
右
」
の
組
み
立
て
方
（
へ
ん
の
部
分
）

「
左
右
」
の
組
み
立
て
方
（
つ
く
り
の
部
分
）

中書_P52-53_身近な行書.indd   52 2019/04/23   8:26

「
学
び
方
が
わ
か
る
」

―
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
へ
向
か
う
羅
針
盤
と
し
て

●�

毎
時
間
の
学
習
の
進
め
方
が
確
実
に
理
解
で
き
、
基
礎
・
基
本
の
定
着
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●��

主
教
材
と
な
る
１
文
字
の
学
習
か
ら
他
字
へ
の
応
用
、
日
常
化
ま
で
の
流

れ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
、「
深
い
学
び
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

学
習
手
順
の
明
確
化
＝
主
体
的
な
学
び

1

2

34

5

書
写
用
語
で
伝
え
合
う
＝
対
話
的
な
学
び

他
字
へ
の
応
用
・
転
移
＝
深
い
学
び

批正することで
課題発見する。

学習カードを例示すること
で，主体的な学びを支援。

「
学
習
の
進
め
方
」
に
つ
い
て
、
批
正
場
面
や
学
習
用
語
の
例
示
な
ど
の

具
体
的
な
手
だ
て
を
入
れ
る
こ
と
で
、
よ
り
活
用
度
が
高
ま
り
ま
し
た
。

話
し
合
い
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
や
学
習
用
語
を
提
示
す
る
こ
と
で
、

話
し
合
い
活
動
を
活
性
化
さ
せ
ま
す
。

「学習の進め方」と，
毛筆基本紙面の連動が明快で，
毎時間の学習の進め方が

身につきます。

5 学習や日常生活に生かそう

学習の進め方（1年p.8・9）

学習を生かして書く―行書の特徴―（1年p.52）

4

「
硬
毛
関
連
」

毛
筆
で
学
習
し
た
行
書
の
書
き
方
を
、
硬
筆
の

他
字
に
転
移
で
き
る
教
材
が
豊
富
に
例
示
さ
れ

て
お
り
、
日
常
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

4 振り返ろう

3 生かそう

2 考えよう

1 目標

12

45
練習用紙を選択し，
課題解決に取り組む。

3

話し合い活動で用いる
学習用語を例示。

点画の連続と変化1「大木」�（1年p.46・47）
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学
習
活
動
や
日
常
生
活
で
、

生
き
て
は
た
ら
く
書
写
力
を
身
に
つ
け
る

5

●  数字は算用数字を使うことが
多い。ただし，「一つ」や「一
度」などは漢数字で書く。

●  読点は，コンマ（ ，）を使う
ことが多い。

●  文字の位置は，右の二通りの
書き方がある。

環
かん
境
きょう
　井
いの
上
うえ
　図

ず
鑑
かん
　撮
さつ
影
えい
　日

ひ
陰
かげ
　乾
かわ
いた

同じ内容の項
こう
目
もく
は，書き出しの位置をそろえる。

ページ数が多くなるときは，
ページ番号を入れる。

行の下の線をめあてに書く方法。

行の中心にそろえて書く方法。

標　題

本文表紙

植
物
観
察
し
、
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

2

行頭の位置の取り方横書きの書き方

サ
イ
ン
ペ
ン

書
く
と
き
の
留
意
点

 

日
付
な
ど
を
忘
れ
ず
に
。

 

構
成
は
、
レ
ポ
ー
ト
の
形
式
を
ふ
ま
え
る
。

  「
だ
・
で
あ
る
」
体
と
「
で
す
・
ま
す
」
体
を

交
ぜ
て
使
わ
な
い
。

 

相
手
が
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
丁て

い

寧ね
い

な
文
字
で
書
く
。

鉛え
ん

筆ぴ
つ

31

中書_P30-31_配列.indd   31 2019/04/23   8:23

誤
り
の
な
い
よ
う
、
楷か

い

書し
ょ

で
丁て

い

寧ね
い

に
書
く
。

挨あ
い

拶さ
つ

　礼れ
い

儀ぎ

　継け
い

続ぞ
く

普ふ

通つ
う

　松ま
つ

山や
ま

市

　大お
お

街か
い

道ど
う

願
書
を
書
く
と
き
は
、
黒
い
色
の
消
え
な
い
筆
記
用
具
で
書
く
。

仮
名
は
、
漢
字
よ
り
小
さ
め
に
書
く
。

行
の
下
の
線
を
め
あ
て
に
書
く
と
整
っ
て
み
え
る
。

願
書
の
書
き
方

志
願
理
由
書
の
書
き
方

ボ
ー
ル
ペ
ン

ボ
ー
ル
ペ
ン

107

中書_P106-107_書式の練習4.indd   107 2019/04/23   8:34

見やすく丁
てい
寧
ねい
な表紙

こ
の
ノ
ー
ト
一
冊
あ
れ
ば

学
習
内
容
は
大
丈
夫
！

そ
ん
な
ノ
ー
ト
に
し
た
い
ね
。

小
学
校
五
、
六
年
で
学
ん
だ

書
く
速
さ
を
意
識
し
て
書
こ
う
。

余
白

縦
書
き
の
場
合
、
行
の
中
心
を
そ
ろ
え
る
。

行
頭

（
○
＝
で
き
た
　△
＝
も
う
少
し
）

行
間

字
形
や
文
字
の
大
き
さ
、
配
列
に
気
を
つ
け

て
書
く
。

振ふ

り
返
ろ
う

学習課題はわかり
やすいようにけい
などで囲む。

同じ内容の項
こう
目
もく
は，

書き出しをそろえ
る。また，項目ご
とに余白を取りな
がら書くとよい。

筆記用具
の特

とく
徴
ちょう
を

生かす。

まとめは学習課題と
対応させてわかりや
すく同じ体

てい
裁
さい
にする。

仮か

名な

遣づ
か

い
　
頃こ
ろ

　
姫ひ
め

　
求き
ゅ
う

婚こ
ん

　
昇し
ょ
う

天て
ん

横
書
き
ノ
ー
ト
の
例

13
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わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
る
力
が
学
力
向
上
に
つ
な
が
る

実
社
会
で
活
用
で
き
る
「
書
式
の
教
室
」

各
教
科
の
書
く
活
動
と
連
動
し
て
い
ま
す
。
国
語
を
は
じ
め
と
し
て
、

社
会
、
理
科
、
数
学
な
ど
、
各
教
科
バ
ラ
ン
ス
よ
く
教
材
化
す
る
こ
と
で
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

学
習
活
動
や
日
常
生
活
で
の
活
用
は
も
と
よ
り
、

義
務
教
育
の
最
終
段
階
と
し
て
、
実
社
会
で
活
用
で
き
る

基
本
的
な
手
紙
の
書
き
方
、
包
み
紙
、
小
包
伝
票
の
書
き
方
な
ど

豊
富
に
掲
載
し
て
お
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
活
用
で
き
ま
す
。

p.4・5
p.12・13
p.30～37
p.78・79
p.82～85
p.94・95
p.98～107
p.110～112

関連箇所

関連箇所
p.4・5　p.32・33　p.98～107

書
式
の
教
室

拝は
い

啓け
い

　
緊き

ん

張ち
ょ
う

　
励は

げ

ま
す
　
笑え

が
お顔

　
祈い

の

る
　
敬け

い

具ぐ

日付は本文より二，三字分下げる。
段落のはじめを一字分下げる
書き方と，行頭をそろえる
書き方とがある。

署
名
は
行
末
よ
り

一
、
二
字
分
あ
け
る
。

宛あ
て

名な

は
上
の
方
に
書
く
。

前文主文後付け 末文

縦書き

手
紙
の
書
き
方

頭と
う

語ご

…
「
拝は

い

啓け
い

」
な
ど
。

時
候
の
挨あ

い

拶さ
つ

…
季
節
に
合
っ
た
挨
拶
文
を
書
く
。

安あ
ん

否ぴ

の
挨
拶
…
相
手
の
安
否
を
た
ず
ね
る
。

起き

辞じ

…
「
さ
て
」「
と
こ
ろ
で
」
な
ど
。

本ほ
ん

文ぶ
ん

…
伝
え
た
い
用
件
を
書
く
。

結
び
の
挨
拶
…
相
手
の
健
康
を
気き

遣づ
か

う
言
葉
な
ど
。

結け
つ

語ご

…
頭
語
に
対
応
さ
せ
る
。

日ひ

付づ
け

…
手
紙
の
差
し
出
し
日

署し
ょ

名め
い

…
差
し
出
す
自
分
の
名
前

宛あ
て

名な

…
相
手
の
名
前

早そ
う

春し
ゅ
ん

の
候こ

う

　
春し

ゅ
ん

暖だ
ん

の
候
　
新し

ん

緑り
ょ
く

の
候

花
の
便
り
も
聞
か
れ
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

初し
ょ

夏か

の
候
　
盛せ

い

夏か

の
候
　
残ざ

ん

暑し
ょ

の
候

連
日
厳
し
い
暑
さ
に
蒸む

さ
れ
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

秋し
ゅ
う

涼り
ょ
う

の
候
　
秋し

ゅ
う

冷れ
い

の
候
　
晩ば

ん

秋し
ゅ
う

の
候

日
増
し
に
秋
も
深
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

初し
ょ

冬と
う

の
候
　
厳げ

ん

寒か
ん

の
候
　
余よ

寒か
ん

の
候

寒
さ
も
ひ
と
し
お
身
に
し
み
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
。

 

歳さ
い

末ま
つ

の
候
　
今
年
も
い
よ
い
よ
残
り
わ
ず
か
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 

新し
ん

春し
ゅ
ん

の
候

　
希
望
に
あ
ふ
れ
る
新
年
を
迎む

か

え
、

心
も
新
た
に
な
り
ま
し
た
。

前文主文末文後付け春夏秋冬歳末正月
時
候
の
挨
拶

頭と
う

語ご

結け
つ

語ご

時
候
の
挨あ

い

拶さ
つ

改
ま
っ
た
案
内
や
報
告
し
た
い
内
容
を
知
ら
せ
る
。

結語は行末より一字分あける。結語は行末より一字分あける。
万
年
筆

100
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お
悔
や
み
の
と
き
は
、
薄う

す

墨ず
み

で
書
く
。

上
書
き
は
、

左
右
の
中
心
に
書
く
。

自分の氏名を書く。

御お

祝い
わ
い

　太お
お

田た

登の
ぼ
る

御お
ん（
お
）

礼れ
い

　寸す
ん

志し

　粗そ

品し
な

　御お

見み

舞ま
い

　記き

念ね
ん

品ひ
ん

　御
香
典

ご（
お
）こ
う
で
ん

受け取り人の氏名と住所

差し出し人の名前と住所

（氏名）

（国名）

（番地, 地名）
（市, 県, 郵便番号）

包
み
紙
の
書
き
方

エ
ア
メ
ー
ル
の
書
き
方

上
書
き
の
例

　お
祝
い
の
と
き
は
濃こ

い
墨す

み

、
お
悔く

や
み
の
と
き
は
薄う

す

い
墨
で
表
書
き
を
書
く
。

　海
外
へ
手
紙
を
書
く
場
合
、
封ふ

う

筒と
う

の
書
き

方
が
日
本
と
異
な
る
。

小
筆

万
年
筆

 

丁て
い

寧ね
い

に
書
く
。

 

配
列
に
気
を
つ
け
て
書
く
。

105
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学習を生かして書く―配列―（1年p.31）

学習内容を効果的にノートに書こう（1年p.13）

書式の教室（p.100）

書式の教室（p.107）

書式の教室
（p.105）

●理科のレポート
書写では，より伝わりやすい書き方のこつを
解説することで連携を図る。

●手紙
相手への配慮が書式に表れている例。

●社会科のノート
内容を整理してまとめることで，理解
しやすく，覚えやすいノートになる。

一筆箋，年賀状，往復はがき，
小包伝票の書き方，入学願書　など

●包み紙
社会に出てから求められる書式の例。

●エアメール
国際交流の観点から，基本的な書き方を掲載。

●志願理由書
正しく丁寧に整えて書くことで志望校
への姿勢が伝わる書き方の例。

目的に合わせた書き
方，メモ（関連づけ，
分類），さまざまな書
く場面，新聞，メッ
セージカード，案内
文　など

【内容例】

【内容例】
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学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
行
の
中
心
―

3

中心

考
え
よ
う

ど
う
書
く
と
楷
書
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
考
え
た
こ
と
を
左
の
欄ら

ん

に
書
い
て
み
よ
う
。

『
竹
取
物
語
』
よ
り

中心

鉛え
ん

筆ぴ
つ

声
に
出
し
て
読
ん
だ
あ
と
に
、
硬こ

う

筆ひ
つ

で
『
竹た

け

取と
り

物も
の

語が
た
り

』
の
冒ぼ

う

頭と
う

を
な
ぞ
っ
て
み
よ
う
。

5

4

翁お
き
な

　
い
ふ（

ウ
）
者
　
よ
ろ
づ（

ズ
）
の
　
使
ひ（

イ
）
け
り

造み
や
つ
こ

　
な
む（

ン
）
い
ひ（

イ
）
け
る
　
竹
な
む（

ン
）

　今
で
は
も
う
昔
の
こ
と
だ
が
、
竹
取
の
翁
と
い
う
者
が
い
た
。
野
や
山
に
分
け
入
っ
て
竹
を
取
っ
て
は
、

い
ろ
い
ろ
な
物
を
作
る
の
に
使
っ
て
い
た
。（
翁
の
）
名
を
、
さ
ぬ
き
の
造
と
い
っ
た
。

　（あ
る
日
、）
そ
の
竹
の
中
に
、
根
も
と
が
光
る
竹
が
一
本
あ
っ
た
。

【
大
意
】

5

4

漢
字
と
仮
名
の
大
き
さ
や
行
の
中
心
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

目
標

楷か
い

書し
ょ

と
仮か

名な

を
調
和
さ
せ
て
書
こ
う

二

28
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①
漢
字
と
仮
名
の
大
き
さ
　②
文
字
の
中
心
　③
字
間
　④
余
白
　に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
グ
ル
ー
プ
で
も
話
し
合
っ
て
み
よ
う
。

『竹取物語』　連れて帰ったかぐや姫
ひめ
を大切に養う竹取の翁たち。国立国会図書館蔵（東

とう
京
きょう
都）

（
○
＝
で
き
た
　△
＝
も
う
少
し
）

漢
字
と
仮
名
の
大
き
さ
を
理
解
し
て
書
け
た
か
。

行
の
中
心
を
意
識
し
て
書
け
た
か
。

生
か
そ
う

左
の
例
文
を
見
て
硬
筆
で
書
い
て
み
よ
う
。

今
学
期
の
自
分
の
目
標
を
、
漢
字
と
仮
名
を
調
和
さ
せ
て
書
い
て
み
よ
う
。

あ
や
し
が
り
て
寄
り
て
見
る
に
、
筒つ

つ

の
中
光
り
た
り
。
そ
れ
を
見
れ
ば
、
三
寸
ば
か
り
な
る
人
、
い
と
う
つ
く
し（

シ
ュ
ウ
）う
て
ゐ（

イ
）

た
り
。

振ふ

り
返
ろ
う

ま
と
め
書
き
と
応
用

　不
思
議
に
思
っ
て
近
寄
っ
て
見
る
と
、
筒
の
中
が
光
っ
て
い
る
。
そ
の
中
を
見
る
と
、
三
寸
ぐ
ら
い
の
人
が
、
と
て
も
か
わ
い
ら
し
い
姿
で
座す
わ

っ
て
い
る
。

【
大
意
】

29
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思
考
力
を
は
た
ら
か
せ
て
書
く

＝
国
語
の
表
現
力
を
高
め
る

6国
語
の
定
番
『
竹
取
物
語
』。

書
写
で
の
連
携
は
？

❶
ま
ず
、
な
ぞ
り
書
き
を
す
る
こ
と
で
、
作
品
を
書
い
て
味
わ
う
。

❷「
考
え
よ
う
」
の
観
点
を
参
考
に
、
楷
書
と
仮
名
の
調
和
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

❸「
生
か
そ
う
」
で
、
例
示
さ
れ
た
以
外
の
文
章
を
書
き
、
活
用
を
図
る
。

　   

書
写
で
は
作
品
を
書
い
て
味
わ
う
こ
と
と
、
よ
り
よ
く
書
く
方
法
を
学
び
ま
す
。

p.①・1，12・13，　
　26～29，36・37
　68・69，72～77，
　92・93，110～112

夏目漱石の書，宮沢賢治
の手帳，『平家物語』，『お
くのほそ道』，原稿用紙の
書き方　など

関連箇所

【内容例】

学習を生かして書く―行の
中心―（1年p.28・29）

情報を整理して，活動につなげよう（p.111）

?いろいろな情報を整理して，ポイントを抽
ちゅう

出
しゅつ

したい

?どのようなことが予想されるかを知りたい

ポイント
 事柄を推論すると
は，整理された情
報から今までわか
らなかったことを
見出すことです。

ポイント
 情報を比較するとは，共通点や相

そう

違
い

点を見つけて，整理することです。

注意点
どの観点なら，自分の
知識・経験・根拠が
あるか考えるんだね。

注意点
未知の事柄について，
さまざまな根拠や理由づけ
から自分の主張や意見を
導き出すんだね。

情
報
を
比
較
す
る

事こ

と

柄が

ら

を
推
論
す
る

根こ
ん

拠き
ょ

　介か
い

護ご

食し
ょ
く

　長ち
ょ
う

寿じ
ゅ

　友と
も

達だ
ち

割わ

り
箸ば
し

　基も
と

づ
く

　伐ば
っ

採さ
い

111
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●�『竹取物語』のノート例�
でも関連（p.12・13）

内容がわかりやすく，振り返
りやすいノートのまとめ方に
ついて，『竹取物語』の教材
をもとに例示しています。

●中心線（新設）
書写のねらいである配列を
意識して書くことができる。

●『竹取物語』の絵巻物
美しい図版で古典の世界へとい
ざなう。

●�話し合いの観点を提示
話し合いの観点によって，
よりよく書く方法を考え，
対話的な学びを促す。

●課題解決のための
　情報整理の方法
課題設定，解決方法を計画，
情報を比較，事柄を推論す
る活動において，表や図解
で表す整理法を示す。

言
語
活
動
、
文
学
作
品
な
ど
を

豊
富
に
掲
載

国
語
の
指
導
要
領
に
お
け
る
学
習
活
動
と
の
連
携
に

配
慮
し
た
教
材
構
成
で
す
。
国
語
と
書
写
を
連
携
さ
せ

た
指
導
計
画
を
ス
ム
ー
ズ
に
立
て
た
り
、
普
段
の
授
業

で
自
然
に
連
携
を
図
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

学
校
生
活
に
生
か
し
て
書
く

5　
友
達
に「
お
薦
め
」の
一
冊
を
紹
介
す
る
た
め
に
、
効
果
的
に
本
の
帯
や
ポ
ッ
プ
を
書
こ
う
。

表表紙・背表紙・裏表紙の三面に書くため,
キャッチコピーは複数ある方が便利。

友と
も

達だ
ち

　
恵え

美み

　
誰だ

れ

　
違ち

が

う

後送

お
薦
め
の
本
の
帯
や
ポ
ッ
プ
を
作
る

本
の
帯

後送

本と離
はな
れたところに

置かれる場合もあるので，
書名と作者名も書く。

引
ひ

き抜
ぬ

く紙の形は縦長，横長など
タイトルに合った形を
工
く
夫
ふう
する。

ポ
ッ
プ

❶ 

お
薦
め
の
本
の
魅み

力り
ょ
く

や
心
に
残
っ
た

言
葉
を
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
出
す
。

❷ 

短
い
言
葉
は
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
長
い

言
葉
や
文
は
説
明
の
言
葉
に
使
う
こ
と
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と

説
明
の
言
葉
を
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か

作
っ
て
み
る
。
ま
た
イ
ラ
ス
ト
も
考
え
る
。

❸ 

本
の
帯
ま
た
は
ポ
ッ
プ
の
ど
ち
ら
に
す
る

の
か
を
決
め
る
。

❹ 

イ
メ
ー
ジ
に
合
う
用
紙
の
色
を
考
え
る
。

❺ 

レ
イ
ア
ウ
ト
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

縦
書
き
か
、
横
書
き
か
、
斜な

な

め
書
き
か
、

書
き
方
を
交
ぜ
る
の
か
を
考
え
る
。

❻ 

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
大
き
め
に
、

色
や
書
体
を
工
夫
し
て
、
効
果
的
に
書
く
。

ポ
ッ
プ
で
は
書
名
と
作
者
名
も
印
象
的
に

書
く
。
イ
ラ
ス
ト
は
空
白
を
埋う

め
る

イ
メ
ー
ジ
で
描え

が

く
。

【 

手
順 

】

「
お
薦
め
」
の

一
冊
を
仲
間
と

交
流
し
合
お
う
。

友
達
に「
お
薦す

す

め
」の一冊
を
紹し

ょ
う

介か
い

す
る
た
め
に
、効
果
的
に
本
の
帯
や
ポ
ップ
、ポ
ス
タ
ー
を
書
こ
う
。

目
標

楷か
い

書し
ょ

と
仮か

名な

を
調
和
さ
せ
て
書
こ
う

二

36
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学校生活に生かして書く（1年p.36）

●�本の帯，ポップ，�
ポスター

読書活動と関連させて，
お薦めの本を紹介する
本の帯やポップ，ポス
ターの書き方を示す。

●中心点
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今
日
的
な
教
育
課
題
へ
の
対
応

● �小学校で学習した1,026字，中学校で学
習する1,110字の「行書」に加えて，�
「楷書」を新たに掲載。
● �「漢字の部分による分類」に加えて，�
５0音順の索引（ｐ.126～128）を新たに
掲載し，検索機能がさらに高まりました。

● �色覚等の特性をふまえた，判読しやすい配色やレイ
アウト，表現方法（ユニバーサルデザインフォント）
などの工夫により，すべての生徒にとって学びやす
い紙面づくりに配慮しています。

● �書写の知識・理解の定着を図るため
の問題を掲載しました。

● �身のまわりで見られる書や，先人の書の味わ
い深さを実感できるコラム，地域のシンボル
である城址写真のコラムなど，多角的な視点
での文字資料を多数掲載しています。

四
　 

　
次
の
ア
〜
エ
の
行
書
で
書
か
れ
た
漢
字
の
う
ち
、
楷か

い

書し
ょ

で
書
か
れ

た
場
合
と
比
べ
て
、
筆
順
が
変
化
し
て
い
る
も
の
と
、
点
画
が
省
略

さ
れ
て
い
る
も
の
は
ど
れ
か
。そ
れ
ぞ
れ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

筆
順
が
変
化

し
て
い
る
も
の

点
画
が
省
略

さ
れ
て
い
る
も
の

五
　 

　
次
の
ア
・
イ
の
楷
書
を
行
書
で
、
ウ
・
エ
の
行
書
を
楷
書
で
書
き

な
さ
い
。

　
　
ア
　
電
話
の
伝
言
メ
モ

　
　
イ
　
入
学
願
書

　
　
ウ
　
親
し
い
人
へ
の
手
紙

六
　 

　
次
の
ア
〜
ウ
の
中
で
、行
書
で
書
く
べ
き
で
は
な
い
の
は
ど
れ
か
。

記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア
　
鉛え

ん

筆ぴ
つ

　
　
　
イ
　
大
筆
　

ウ
　
ボ
ー
ル
ペ
ン
　
　
エ
　
サ
イ
ン
ペ
ン
　

ア
　 

宛あ
て

名な

は
中
央
に
小
さ
め
に
書
き
、
差
し
出
し
人
の
住
所
、
氏
名

は
こ
の
位
置
に
も
っ
と
大
き
く
書
く
。

イ
　 

宛
名
は
こ
の
位
置
に
大
き
く
書
き
、
差
し
出
し
人
の
住
所
、
氏

名
は
こ
の
大
き
さ
で
も
っ
と
下
げ
て
書
く
。

ウ
　 

宛
名
は
大
き
く
中
央
に
書
き
、
差
し
出
し
人
の
住
所
、
氏
名
は

こ
の
大
き
さ
で
も
っ
と
下
げ
て
書
く
。

八
　 

　
次
の
も
の
を
書
く
時
に
、
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
筆
記
用

具
は
ど
れ
か
。
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

① 

校
内
掲け

い

示じ

ポ
ス
タ
ー

七
　 

　
次
の
は
が
き
の
表
書
き
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
直
せ
ば
よ
い
か

適
切
と
思
う
も
の
を
ア
〜
ウ
か
ら
選
び
な
さ
い
。

ア

イ

ウ

エ

② 

立
て
看
板

アウ

イエ

岩い
わ

国く
に

市
　
石い

し

狩か
り

市
　
花は

な

川か
わ

北き
た
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N
N

鳥
と っ

取
と り

県 若
わ か さ

桜鬼
お に

ケ城跡

31

広
ひ ろ

島
し ま

県 広島城

34

岡
お か

山
や ま

県 津
つ

山
や ま

城跡

33

島
し ま

根
ね

県 松
ま つ

江
え

城

32

山
や ま

口
ぐ ち

県 萩
は ぎ

城趾

35

和
わ

歌
か

山
や ま

県 和歌山城

30

奈
な

良
ら

県 多
た

聞
も ん

城跡

29

兵
ひょう

庫
ご

県 姫
ひ め

路
じ

城

28

大
お お

阪
さ か

府 大阪城址

27

熊
く ま

本
も と

県 鞠
き く

智
ち

城跡

43

大
お お

分
い た

県 岡
お か

城址

44

宮
み や

崎
ざ き

県 飫
お

肥
び

城

45

鹿
か ご し ま

児島県 鶴
つ る

丸
ま る

城跡

46

沖
お き

縄
な わ

県 勝
か つ

連
れ ん

城跡

47

福
ふ く

岡
お か

県 小
こ

倉
く ら

城

40

佐
さ

賀
が

県 名
な

護
ご

屋
や

城

41

長
な が

崎
さ き

県 島
し ま

原
ば ら

城

42

27

26 25

24
29

28

30

1

7

6 4

3

2

5

10

11
8

9

13
1214

18
21

17
16

15

20

19

2223

44

45

43

46

40
41

42

47

（
○
＝
で
き
た
　△
＝
も
う
少
し
）

身
の
ま
わ
り
の
文
字
の
表
現
効
果
に
つ
い
て

考
え
た
か
。

徳
と く

島
し ま

県 徳島城跡

36

香
か

川
が わ

県 丸
ま る

亀
が め

城跡

37

愛
え ひ め

媛県 松
ま つ

山
や ま

城跡

38

高
こ う

知
ち

県 高知城

39

ど
の
よ
う
な

書
体
か
な
？

振ふ

り
返
ろ
う

31

33

37

36
39

38

34
35

32

97

中書_P96-97_全国城マップ.indd   97 2019/04/23   8:32

野の

口ぐ
ち

シ
カ

宮み
や

沢ざ
わ

賢け
ん

治じ

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

岩い
わ

手て

県
に
生
ま
れ
た
詩
人
。
詩
集
に

『
春
と
修し
ゅ

羅ら

』、
童
話
に
『
注
文
の

多
い
料
理
店
』『
銀
河
鉄
道
の
夜
』

な
ど
が
あ
る
。

（
明
治
〜
）
大
正
時
代

（
一
八
九
六
〜
一
九
三
三
）

東
京
生
ま
れ
の
作
家
。
代
表
作
に

『
こ
こ
ろ
』『
坊ぼ

っ
ち
ゃ
ん
』

な
ど
が
あ
る
。

（
江
戸
〜
）
大
正
時
代

（
一
八
六
七
〜
一
九
一
六
）

林
りん
風
ぷう
舎
しゃ
蔵（岩手県）

野口英世記念館蔵（福島県）

「おまイの○し
出
せ
世
にわ

○みなたまげました
……」ではじまる。
野口英世の母シカが，
アメリカ留学中の息
子に宛

あ
てた手紙。読

み書きのできなかっ
た母は，長年会えな
い息子の身を案じ手
紙を書き送った。

手帳に記された『雨ニモマケズ』の草
そう
稿
こう
（メモ）。漢字交じりの片

かた
仮
か
名
な
書き

で記されている。

野口英世記念館蔵（福島県）

福ふ
く

島し
ま

に
生
ま
れ
た
。

医
師
の
野の

口ぐ
ち

英ひ
で

世よ

の
母
。

（
江
戸
〜
）
大
正
時
代

（
一
八
五
三
〜
一
九
一
八
）

「則
そく
天
てん
去
きょ
私
し
」は，漱石が理想とした境地。

そくてんきょ し

雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ

風
ニ
モ
マ
ケ
ズ

雪
ニ
モ
夏
ノ
暑
サ
ニ

モ
　
マ
ケ
ヌ

　
　
丈ぢ
や
う

夫ぶ

ナ
カ
ラ
ダ
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
モ
チ

慾よ
く

ハ
ナ
ク

決
シ
テ
瞋い
か

ラ
ズ

イ
ツ
モ
シ
ヅ
カ
ニ
ワ
ラ
ッ
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
ル

一
日
ニ
玄
米
四
合
ト

　
味み

噌そ

ト
少
シ
ノ

　
　
　
　
　
野
菜
ヲ
タ
ベ

（
ジ
ョ
ウ
）

（
ズ
）

（
イ
）
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漢字一覧表（p.113 ～ 125）
（3年p.97）

（2年p.57）

外国にルーツをもつ子どもや
特別支援教育のへ配慮 
基本点画の名称とわかりやすい�
筆使いを掲載することによって，
文字の基本的な書き方がいつでも
確認できます。

筆
使
い 

―
基
本
点
画
―

1基
本
点
画
の
種
類

「
●
」
で
は
、
筆
を
止
め
る
。

     

は
、
穂ほ

先さ
き

の
向
き
を
表
す
。

                

は
、
筆ひ

つ

圧あ
つ

を
表
す
。

　     

が
、
い
ち
ば
ん
力
を
入
れ
る
と
こ
ろ
。

「
始し

筆ひ
つ

・
送そ

う

筆ひ
つ

・
終し

ゅ
う

筆ひ
つ

」
は
、

同
じ
筆
圧
で
書
く
。

同
じ
筆
圧
で
書
く
。

一
度
止
め
て
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
は
ね
る
。

始筆
は
ね

止
め

送筆 終筆

書くときの力の入れ方のこと。筆圧を
強めたり弱めたりすることで，いろい
ろな太さの線を書くことができます。

穂先の向き
楷書の穂先の向きは，
いつも左ななめ約４５°。

筆圧

弱い

強い

筆圧に注意して書こう。

もう少し力を入れると

強く力を入れると

少し力を入れると

の
力 

の
力 

の
力 

細
い
線

太
い
線

中
く
ら
い
の
線

筆圧の違い

横
画

縦
画

基
本
的
な
筆
の
使
い
方
を
理
解
し
、
書
い
て
み
よ
う
。

目
標

楷か
い

書し
ょ

で
書
こ
う

一

14
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筆使い―基本点画―（1年p.14）

書写テストで確認（p.109）

学
習
を
生
か
し
て
書
く 

―
行
書
の
特と

く

徴ち
ょ
う

―

7横
画
か
ら
横
画
へ

右
払は

ら

い
・
左
払
い
、
点

変
化

直
線
的
・
角
ば
っ
て
い
る

曲
線
的
・
柔や

わ

ら
か
い

右
払
い
・
左
払
い

点

連
続

行
書
の
特
徴
を
理
解
し
て
書
こ
う
。

ま
と
め
で
次
の
言
葉
を
行
書
で
書
い
て
、

確か
く

認に
ん

し
よ
う
。

ま
と
め
書
き
と
応
用

保
険

権
利

技
術

税
金

教
師

規
律

楷か
い 

書し
ょ

行 

書

点
画
の
特
徴

全
体
の
印
象

2
番
号
は
書
く
順

1 12

行
書
で
書
い
て
み
よ
う

三

こ
れ
ま
で
に
学
習
し
て
き
た
行
書
の
特
徴
を
振ふ

り
返
ろ
う
。

目
標

52

「
左
右
」
の
組
み
立
て
方
（
へ
ん
の
部
分
）

「
左
右
」
の
組
み
立
て
方
（
つ
く
り
の
部
分
）

中書_P52-53_身近な行書.indd   52 2019/04/23   8:26

判読しやすい配色です。
専門機関の認証を得ています。

 カラーユニバーサル 
デザイン

書
写
の
学
習
を

生
か
し
て

書
き
た
い
ね
。

ま
と
め
書
き
に
つ
い
て

意
見
を
交こ

う

換か
ん

し
よ
う
。

筆
使
い
を
見
て

意
見
を
交
換
し
よ
う
。

ま
と
め
書
き
に
つ
い
て

筆
使
い
に
つ
い
て

話
し
合
い
に
は
書
写
の

学
習
用
語
を
使
お
う

横
画
　縦
画

は
ね
　右
払は
ら

い
　左
払
い

折
れ
　曲
が
り
　そ
り
　点

始し

筆ひ
つ

　送そ
う

筆ひ
つ

　終し
ゅ
う

筆ひ
つ

字
形
　文
字
、
行
の
中
心

字
間
　行
間

筆
圧
な
ど

ど
の
部
分

長
す
ぎ
る
　短
す
ぎ
る

太
す
ぎ
る
　細
す
ぎ
る

大
き
す
ぎ
る
　小
さ
す
ぎ
る

広
す
ぎ
る
　狭せ

ま
す
ぎ
る

そ
ろ
っ
て
い
る

　そ
ろ
っ
て
い
な
い

強
す
ぎ
る

　弱
す
ぎ
る

ど
う
な
っ
た

話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

話
し
合
い
の
ポ
イ
ン
ト

  

点
画
の
書
き
方
。

  

字
形
が
整
っ
て
い
る
か
。

  

中
心
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
。

  

紙
面
に
対
す
る
ま
と
め
方
。

  

書
く
速
さ
や
筆ひ

つ

圧あ
つ

。

  

穂ほ

先さ
き

の
動
き
は

　ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

  

空
中
で
の
筆
の
動
き
は
ど
う
か
。

「
木
」
の
二
画
め
の
終
筆
は
、

は
ね
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。

次
の
画
を
意
識
し
て

書
い
た
か
な
。

学
習
や
日
常
生
活
に
生
か
そ
う 学

習
カ
ー
ド
の
例

 

相そ
う

互ご

評
価
を
し
よ
う

 

話
し
合
い
活
動
を
と
お
し
た
学
び
方

う

　標
目

 

。
う
こ
書
て
し
解
理
を
化
変
の
形
と
続
連
の
画
点

き
書
め
と
ま

）
書
行
（

想
感

書
科
教
（

 

46

47

書
科
教
（

 

46

47

　
　年

一

 

組

　
　
　
　

 

番

う
ろ
返
り
振
●

△
し
少
う
も
　
　
○
た
き
で

。
か
た
け
書
て
し
解
理
を
続
連
の
画
点
・

。
か
た
け
書
て
し
解
理
を
化
変
の
形
の
画
点
・

（　  月　 日）（　  月　 日）

う
よ
み
て
い
書
で
書
行
　
三

変
と
続
連
の
画
点
④
　
　

化
1

」
木
大
「　
　

）
書
楷
（
き
書
し
試

が
　
　
　
め
た

か
い

）
書
行
（
き
書
し
試

ふ
自分の
目標

自分の
目標

学習カードに
書き込

こ
んだり，

書いた文字を
拡大したりして
発表し合おう。

試
し
書
き
と
ま
と
め
書
き
と
を
比
べ
て
、

よ
く
な
っ
た
と
こ
ろ
を
伝
え
合
う
。

9
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読みやすさに配慮した
UDフォントを使用しています。

ユニバーサル
デザインフォント

（p.9）

（2年p.52）

● �環境保全として，「クリーン大作戦」のポスター例や，
森林保護を題材とした図解の例を掲載し，次世代に�
生きる生徒の育成を支援します。

7S
D
G
s
へ
の
取
り
組
み 

す
べ
て
の
生
徒
に
と
っ
て
の 

学
び
や
す
さ
に
配
慮 

書
写
テ
ス
ト
で
確
認 

小
学
校
・
高
等
学
校
と
の
円
滑
な
接
続 漢

字
一
覧
表
が

さ
ら
に

使
い
や
す
く 

日
本
の
文
字
文
化
の
担
い
手
と
し
て 

【小学校】
● �小学校で学習した漢字�
1,026字を掲載しています。

● �基本点画や朱墨の図版など，�
小・中学校で同様の図版を�
掲載しています。

【高等学校】
● �行書の導入として，名筆「風信
帖」を扱ったり，行書と仮名の
調和の学習の発展として短冊
や色紙を扱ったりしています。

クリーン大作戦
　地球環境を守るために，私たちができる
ことの第一歩として，地域の清掃活動を
行います。 ふるってご参加ください。

記

１　日　　時 12月17日（土）午前9時から
２　集合場所 青葉中学校正門前
３　持 ち 物  ① ごみ袋
 ② 軍手
４　そ の 他  雨天中止

 美化委員会

　
案
内
し
た
い
内
容
に
応
じ
た
、
効
果
的
な
配
列
を
考
え
て
書
こ
う
。

一行に何文字
入るかを
考える。

楷書は，整然と
して読みやすい。
行書は，柔

やわ

らか
い印象を受ける。

パソコンで作った
ポスターでも，
伝えたい部分は
手書きを添

そ

えると
より気持ちが伝わり
やすい。

環か
ん

境き
ょ
う

　
清せ
い

掃そ
う

活
動
　

ご
み
袋ふ
く
ろ

　
終し
ゅ
う

了り
ょ
う

　
皆み
な

様さ
ま

タイトルは，大きさや色使いなどで目だたせる工夫をする。

書き出しの
位置を
そろえる。

　
伝
え
た
い
こ
と
を
効
果
的
に
伝
え
る
に
は
、
ど
の

よ
う
に
構
成
を
工く

夫ふ
う

し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

考
え
よ
う

掲け

い

示じ

物ぶ

つ（
ポ
ス
タ
ー
）に
案
内
を
書
く

学
習
活
動
や
日
常
生
活
に
生
か
し
て
書
こ
う

三

書
く
と
き
の
留
意
点

 

レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
、
鉛え

ん

筆ぴ
つ

で
下
書
き
す
る
と

ま
と
め
や
す
い
。

 

内
容
の
ま
と
ま
り
ご
と
に
、
行
間
の
取
り
方
を
工
夫
す
る
。

 

文
字
の
大
き
さ
や
色
使
い
な
ど
を
工
夫
す
る
。

楷か
い

書し
ょ

行
書

フ
ェ
ル
ト
ペ
ン

サ
イ
ン
ペ
ン

84
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学習活動や日常生活に生かして書こう（2年p.84）

筆
使
い 

―
基
本
点
画
―

1基
本
点
画
の
種
類

「
●
」
で
は
、
筆
を
止
め
る
。

     

は
、
穂ほ

先さ
き

の
向
き
を
表
す
。

                

は
、
筆ひ

つ

圧あ
つ

を
表
す
。

　     

が
、
い
ち
ば
ん
力
を
入
れ
る
と
こ
ろ
。

「
始し

筆ひ
つ

・
送そ

う

筆ひ
つ

・
終し

ゅ
う

筆ひ
つ

」
は
、

同
じ
筆
圧
で
書
く
。

同
じ
筆
圧
で
書
く
。

一
度
止
め
て
か
ら
、

ゆ
っ
く
り
は
ね
る
。

始筆
は
ね

止
め

送筆 終筆

書くときの力の入れ方のこと。筆圧を
強めたり弱めたりすることで，いろい
ろな太さの線を書くことができます。

穂先の向き
楷書の穂先の向きは，
いつも左ななめ約４５°。

筆圧

弱い

強い

筆圧に注意して書こう。

もう少し力を入れると

強く力を入れると

少し力を入れると

の
力 

の
力 

の
力 

細
い
線

太
い
線

中
く
ら
い
の
線

筆圧の違い

横
画

縦
画

基
本
的
な
筆
の
使
い
方
を
理
解
し
、
書
い
て
み
よ
う
。

目
標

楷か
い

書し
ょ

で
書
こ
う

一
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